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　　ホームページを参照する場合は、「墨田区　＂記事のタイトル＂」で検索HP

水都すみだの水辺を、ますます魅力的に
墨田区長

山 本　亨夢

家族の話題・まちの話題をお待ちしています！
［募集内容］皆さんの活動や、家族の話題、地域の身近な出来事な
どをまとめた原稿（150 字程度）と写真（1、2枚）　＊活動等は
区内のものに限る　＊原稿には、題名、その時の様子、撮影の日時・
場所を記載［応募方法］原稿・写真と、コーナー名・住所・氏名・
電話番号を、直接または郵送、Eメールで随時、〒 130 － 8640
広報広聴担当（区役所 6階）‹5608 － 6223・ OSHIRASE@
city.sumida.lg.jp へ　＊写真は ▼直接・郵送＝ A4サイズに出力
するか、jpeg 形式でCD-Rに保存　 ▼ E メール＝ jpeg 形式で添付
（1通あたり3MB以内）　＊8月1日号掲載分の締切りは7月5日
（必着）［注意事項］ ▼被写体に人物が含まれている場合は、肖像権
の侵害等が生じないよう、ご本人（未成年の場合は親権者）の了
承が必要　 ▼原稿や写真と一緒に氏名も掲載　 ▼応募された写真お
よび原稿は区ホームページ等、他媒体で使用する場合あり　 ▼応
募された写真および原稿は、紙面への掲載にあたり、一部手直しを
する場合あり　＊�詳細は問い合わせるか、区ホームページを参照

子どもたちに様々な学びを提供するために交通安全、みんなの願い

安兵衛公園の花壇と桜のライトアップ

　4月 6 日、あすなろ遊園の桜は
ほぼ満開。敷地内には町会のテン
トが張られ、10日間にわたる「春
の交通安全運動」がスタートしま
した。
　この日は小学校の入学式。一寺
小に向かう新入生たちが、ご両親
に付き添われて通り過ぎるのを見
守りながら、子どもたち、お年寄
りの交通安全を願う思いが一層強
まるのを実感しました。
（東向島在住の佐藤和正さんより）

　立川第二児童遊園（通称�安兵衛
公園）は、赤穂浪士吉良邸討ち入
りの際、浪士集結場所の一つとなっ
た堀部安兵衛道場があった所です。
　この公園が昨年リニューアルさ
れた際、古くからある桜の木は残
され、また新たに ＂コミュニティ

ガーデン＂ の花壇が作られました。公園の清掃は ＂愛護委員会＂、花
の水やりは ＂コミュニティガーデン委員会＂ と手分けし、公園維持に
協力しています。春のお花見の時期には、立川菊川まちづくり研究会
の有志の方により、この公園の桜と、大横川川岸の桜のライトアップ
が行われ、道行く人に好評を博しています。

（立川在住の本田守孝さんより）

地域の方々がこのような取
組を行うことで、区内全体
の交通安全に対する意識が
高まっていきますね。

様々な方々が協力して公園の景観を保っていく、素
す

晴
ば

らしい取組で
すね。今後より一層華やかな公園になっていくことを願っています。
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　すみだ青年協力会は、平成
25年に墨田区のジュニア・リー
ダーのOB・OGを中心に結成
された団体です。レクリエー
ションやキャンプ等の様々な体
験学習を通して、区内の青少年
の健全育成を図ることを目的に
活動しています。3月には、都
内のレクリエーション・キャン
プ指導者を対象に、2泊 3日の
宿泊研修会を実施しました。写
真はキャンプファイアーの練習
をしている様子です。
（太平在住の須藤昌俊さんより）

これからも、すみだの子ども
たちが楽しみながら学び、成
長していけるよう、皆さんの
活動に期待しています。
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オープニングセレモニーでテープカットを行いました

6月は「水無月」とも言います。この＂無＂は
現代の＂の＂にあたるそうで、「水無月」は「水
の月」という意味になります。旧暦の季節感
をもとにした名称ですが、その意味を知ると
梅雨の時期にふさわしい呼び名であることが
わかります。
さて、隅田川や荒川をはじめ、多くの内部

河川がある墨田区にとって、水はとても身近
なものであり、水辺は区民の皆さんの憩いの
場としてはもちろん、観光資源としても大切
な場所です。
区では、多くの方々が集う、より魅力的な

水辺空間づくりを進めています。5月18日、
その中心となる吾妻橋エリアにリバーサイド
カフェ「A
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UMIDA」がオープンしました。区役所前の
隅田川を臨む場所に位置しており、川を眺め
ながらスポーツや食事を楽しむことができる
ほか、隅田川沿いなどをランニングする際の
拠点としてもご利用いただけます。
また、現在、吾妻橋のたもとにある観光案
内所が、今月上旬に区役所の2階部分に移転
します。本区を訪れる外国人観光客向けに多
言語での案内や、区内産品の展示即売などを
行う、すみだの新たな観光拠点として生まれ
変わります。
さ ら に、産直市「T
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UMIDA」を定期的に開催しているほか、夏
には「隅田川踊り納涼大会」や「吾妻橋フェス
ト」など、イベントも盛りだくさんです。

これからの季節、川を身近に感じられるこ
のエリアに足を運び、すみだの水辺の魅力を
ぜひ体感してみてください。

身近なまちの話題を紹介する「すみ
だ見聞録」第7弾。それでは早速、
今回寄せられた話題を紹介します。
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